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伊賀市多文化共生推進プラン事業計画

第1期（2023-2026）

【2025（令和7）年度】

事業進捗状況調書



■施策の展開■

１．だれもが安全に安心して暮らせる地域づくり ２．教育・子育てしやすい地域づくり 

３．国籍を越えた交流による地域づくり ４．外国人住民も活躍する地域づくり 

１-A-(1) 災害時・緊急時における協働体制の確立

１-A-(2) 外国人住民の高齢化への対応

１-A-(3) 地域における生活支援の充実

１-A-(4) 生活困窮等対策の充実

１-B-(1) さまざまな相談に対する支援の充実

１-C-(1) 就労と居住に関する支援の充実

１-C-(2) 外国人差別への対応

２-A-(1) 子育て情報の充実

２-A-(2) 子ども・若者の居場所づくり

２-B-(1) 児童生徒一人ひとりに合った教育の推進

２-B-(2) 子育て支援に関する相談の充実

２-C-(1) 日本語指導、進学指導の充実

２-C-(2) 就学に関する情報提供の充実

３-A-(1) 「やさしい日本語」の普及

３-B-(1) 文化・スポーツ交流の促進

３-C-(1) 学習・文化活動に参加できる環境づくり

３-C-(2) 外国人住民との連携・協働

４-A-(1) 日本語学習機会の拡充

４-A-(2) 双方向による情報受発信

４-A-(3) 外国人への偏見・差別の解消

４-B-(1) 住民の声を聴くための機会づくり

４-C-(1) まちづくり、地域づくりへの参画

４-C-(2) 外国人住民の人材育成と支援者の人材育成

４-C-(3) 外国人起業家などへの支援

「施策の取組の方向」は、

➢ 「Ａ」早急に取り組むべきもの

➢ 「Ｂ」すぐに取り組めるもの

➢ 「Ｃ」じっくり取り組むもの

と分類し表記しています。



　伊賀市多文化共生推進プラン（第１期）進捗管理シート

タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

１　だれもが安全に安心して暮らせる地域づくり

防災危機対策局

国際交流フェスタに出展し、伊賀市防災・情報アプリ

HAZARDONの（多言語）登録の啓発と防災に関するア

ンケートを実施します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

広聴広報課

引き続き、多言語及びやさしい日本語での発信ができる

よう運用します。

ホームページの翻訳にベトナム語を追加します。

ｂ：取組

実績把握
市の発信事業 －

地域連携部

各支所

（上野支所）日本語が通じない場合は4階の多文化共生

センターと連携し案内を行います。また、外国籍の方へ

の窓口対応能力向上のため、地区市民センター職員も含

め、「やさしい日本語」研修に積極的に参加します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課

多言語情報紙や多文化共生センターfacebookなどを活用

して生活情報を提供するとともに、イベントなどの機会

に防災啓発を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

国際交流協会 ホームページや多言語情報紙で防災情報を発信します。
ｂ：取組

実績把握
－ －

◆企業等における情報入手手段等

の周知
エクセディ 避難訓練や安否確認メール訓練の実施

ｂ：取組

実績把握
－ －

医療福祉政策課

地域生活課題について地域住民主体で解決に向けて協議

を行う地域福祉ネットワーク会議を中心に、災害時にお

いても情報が地域内で共有できるしくみを検討します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

エクセディ
・緊急連絡先の把握

・通訳を介した情報発信

ｂ：取組

実績把握
－ －

同和課

各隣保館等総合相談事業で、外国にルーツのある方等に

地区学習会や文化祭等隣保館事業へ参加してもらった

り、相談に対して解決まで適正に対応を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

活動指標(把握可能なもの)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画
取組主体

展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

◆多言語と「やさしい日本語」に

よるさまざまなツールを通じた情

報提供

１-Ａ-(1) 災害時・緊急時

における協働体

制の確立

① 平時からの情報

の充実

◆ニーズ・困りごとの把握

② 情報を「つな

ぐ」機能と体制の構

築

◆既存のネットワークや企業、地

域等の「まとめ役」を通じた情報

伝達のしくみづくり
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

活動指標(把握可能なもの)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画
取組主体

展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

多文化共生課

平時の相談業務からニーズ・困りごとなどの把握に努め

るとともに、外国人住民アンケート調査を継続して実施

します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

◆自治会及び自主防災活動への参

加促進（「自治」への理解を深め

る）

防災危機対策局
住民自治協議会や自治会、自主防災組織等からの依頼に

より、防災講話や防災訓練の指導等を行います。

ａ：数値

把握
防災講話等の開催回数 70回

◆日常的な交流から防災訓練等に

参加をつなげるしくみづくり

多文化共生課 外国人防災リーダーの活用支援を行います。
ｂ：取組

実績把握
－ －

医療福祉政策課

災害時に自分の身を守り防災啓発を行うリーダーとして

養成した外国人防災リーダー活用の機会を作り、地域や

各種団体との関係づくりを行う。

ａ：数値

把握

外国人防災リーダー活

用の機会の回数
5回

社会福祉協議会 災害ボランティア養成講座の実施
ａ：数値

把握

災害ボランティア養成

講座への外国人住民及

び外国人防災リーダー

の参加者数

受講者累計

10

消防本部（管理課）
昨年同様、災害時に自分の身を守り、防災啓発活動を行

う外国人防災リーダーを養成します。

ａ：数値

把握
防火・救急講習の開催 １回以上

国際交流協会
国際交流フェスタへ関連団体の出展を依頼し、防災意識

の啓発を行います。

ｃ：その

他
－ －

社会福祉協議会 災害ボランティア養成講座の実施
ａ：数値

把握

災害ボランティア養成

講座への外国人住民及

び外国人防災リーダー

の参加者数

受講者累計

10

エクセディ 避難訓練や消火訓練の実施
ｂ：取組

実績把握
－ －

国際交流協会
地区自治協と防災教室等を実施します。（伊賀市地域活

動支援事業_協働促進支援コースを活用）

ｂ：取組

実績把握
－ －

④ 防災知識の普及

１-Ａ-(1) 災害時・緊急時

における協働体

制の確立

◆ニーズ・困りごとの把握

② 情報を「つな

ぐ」機能と体制の構

築

◆外国人防災リーダーの養成

③ 地域参加を通じ

た日頃からの関係づ

くり

◆防災教室・防火救命講習の開催

◆地域、企業等における防災教

室・防災訓練の実施
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

活動指標(把握可能なもの)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画
取組主体

展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

社会福祉協議会 伊賀市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ設置運営訓練〈災害VC〉
ａ：数値

把握

災害ボランティアセン

ター設置（運営）への

外国人防災リーダーの

参加者数

参加者

10

障がい福祉課
障害福祉サービスから介護サービス移行対象者への情報

提供（やさしい日本語・多言語）をします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

介護高齢福祉課

外国人被保険者へ通知を送付する際、やさしい日本語を

使用しルビを入れたものを同封します。

介護保険料の払い忘れなど早期対応が必要なものについ

ては、上記に加え、ポルトガル語・スペイン語・中国語

対応の翻訳文を同封します。

ｃ：その

他
通知割合 100%

地域包括支援センター
必要に応じて通訳者を介し、サービスや制度の説明を行

います。

ｄ：把握

困難
－ －

保険年金課

制度の説明や情報発信は、多言語のパンフレットを用い

て行います。また、後期高齢者医療制度に新規加入する

人へ送付するパンフレットの多言語化について、保険者

である三重県後期高齢者医療広域連合と協議します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

◆外国人向けライフステージ・ラ

イフサイクルに応じたセミナーの

開催

エクセディ
ライフサポートセミナーの開催（50歳以上の従業員で希

望者）

ｂ：取組

実績把握
－ －

◆社会福祉法人等との連携強化

◆通訳兼相談員の拡充

多文化共生課
需要に応じ対応言語の見直しを行い、多文化共生相談員

を雇用します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
窓口における相談等の対応力向上のため、相談ケースの

共有や研修を実施します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

社会福祉協議会
ポケトークの活用ややさしい日本語による可能な限りわ

かりやすい対応を実施します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

④ 防災知識の普及

◆地域、企業等における防災教

室・防災訓練の実施

◆窓口等における対応力の向上

（「やさしい日本語」の習得や

ケースの共有など）

① 情報発信の充実 ◆多言語と「やさしい日本語」に

よる福祉情報の充実

② 相談体制の充実

１-Ａ-(2) 外国人住民の高

齢化への対応
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

活動指標(把握可能なもの)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画
取組主体

展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

◆関係機関における情報・課題共

有の場づくり

医療福祉政策課
福祉教育プログラムに基づいた取り組みについてさらな

る推進を図り、福祉人材の養成に努めます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

介護高齢福祉課

外国人の会計年度職員を雇用し、雇用期間中に制度の内

容を習得することで、初期対応の時点で趣旨を捉え、ス

ムーズに対応できるようにします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

伊賀の伝丸 外国人福祉人材対象の日本語講座の提供をします。

◆外国人材の採用促進

多文化共生課
転入外国人などに対し、生活オリエンテーションを実施

します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

国際交流協会
多文化共生センター窓口の補完事業として、軽微な相談

及び関係機関等への取次をします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

社会福祉協議会
日常生活の相談活動〈市社協〉

日常生活の相談活動〈民児連〉

ｂ：取組

実績把握

◆生活ガイドブックの発行

多文化共生課

外国人住民に生活上の基本的なルールや制度などを知っ

てもらうため、「伊賀市でくらす外国人のための生活ガ

イドブック」（６言語）を広く周知します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

② 地域における良

好な関係づくり

◆地域等における「まとめ役」と

なる人材の育成 多文化共生課

多文化共生に関する理解を深め、外国人住民との交流が

深まるよう、地域等において研修会や出前講座を実施し

ます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

生活支援課
生活困窮者の就労先啓発のため企業訪問を行った際に、

外国人の相談窓口についても啓発を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

伊賀の伝丸
当団体含め、市や社会福祉協議会など相談先の紹介をし

ます。

ｃ：その

他

◆外国人の福祉人材の育成

① 生活困窮等の対

策の充実

１-Ａ-(3) 地域における生

活支援の充実

◆生活オリエンテーションやセミ

ナーの実施

① 生活オリエン

テーションの充実

◆生活困窮等にかかる相談窓口の

周知

１-Ａ-(4) 生活困窮等対策

の充実

③ 福祉人材の育成

② 相談体制の充実

１-Ａ-(2) 外国人住民の高

齢化への対応
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

活動指標(把握可能なもの)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画
取組主体

展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

社会福祉協議会
多言語版おあいこのパンフレットを配布し、周知を図

る。

ｂ：取組

実績把握

国際交流協会 市や関連団体などを紹介します。
ｃ：その

他
－ －

◆窓口における対応力の向上

（「やさしい日本語」の習得や

ケースの共有など）
多文化共生課

窓口における相談等の対応力向上のため、相談ケースの

共有や研修を実施します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課

平時の相談業務からニーズ・困りごとなどの把握に努め

るとともに、外国人住民アンケート調査を継続して実施

します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

医療福祉政策課

福祉ニーズを把握するために、毎年地域を決めて地域福

祉ネットワーク会議単位でアンケートを実施しておりま

す。また、地域福祉コーディネーターが地域支援の一環

で把握している地域アセスメントについても引き続き把

握を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

障がい福祉課
窓口対応等の支援（やさしい日本語・多言語）をしま

す。

ｂ：取組

実績把握
－ －

生活支援課

経済的な困窮だけでなく、ひきこもりなどの社会的孤立

に関する幅広い相談に対応し、外国籍の方が抱える問題

に寄り添い、関係機関と連携して自立に向けた支援を提

供します。また、継続的な支援が必要な方には、本人の

意向を尊重した支援プランを作成し、プランに基づき支

援を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

介護高齢福祉課

今後、外国人相談者がますます増加することを見込み、

多文化共生課や地域包括支援センターと連携・情報共有

しながら、効果的な制度の周知方法を検討します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

保険年金課

医療保険や国民年金の相談に来庁されたとき、通訳が必

要な場合は同席して担当者とともに内容を詳細に聞き取

るなどニーズの把握に努め、支援が必要な場合は関係部

署へつなぎます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

１-Ｂ-(1) さまざまな相談

に対する支援の

充実

① 福祉・生活ニー

ズの把握

－

① 生活困窮等の対

策の充実

◆生活困窮等にかかる相談窓口の

周知

１-Ａ-(4) 生活困窮等対策

の充実
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

活動指標(把握可能なもの)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画
取組主体

展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

健康推進課 予防接種の予診票や検査事業の案内文等の翻訳をすすめ

ます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

こどもの育ち支援課

母子健康手帳の外国語版の交付、予防接種予診票の翻訳

等をすすめてきているところですが、各種案内文等対応

できていない文書の翻訳をすすめていきます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課 相談員対象の研修を実施します。
ｂ：取組

実績把握
－ －

医療福祉政策課

高齢・障がい・子ども・生活困窮といった分野にかかる

相談支援を一体的に行う重層的支援体制整備事業につい

て、引き続き取り組みの推進を図ります。

ｂ：取組

実績把握
－ －

医療福祉政策課

令和6年度は多言語による相談件数が少なかったため、

令和7年度においては「伊賀市救急・健康相談ダイヤル

24」の多言語対応を広く周知し、外国人利用者の増加を

図ります。また、多言語で相談を受けた際の円滑な相談

対応の検証及び他の外国語対応の必要性についても検証

します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

障がい福祉課
窓口で使用する申請書類の支援及び各種お知らせ等の情

報提供（やさしい日本語・多言語）をします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

生活支援課

生活保護面談や生活困窮者自立支援の相談支援におい

て、通訳の同席や三者間通話、タブレット端末による通

訳などを活用し、分かりやすい説明を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

介護高齢福祉課

今後、外国人相談者がますます増加することを見込み、

職員の「やさしい日本語」の習得や、外国人支援に関す

る研修やセミナー等積極的に参加し、課内で情報共有

し、可能なことは順次実践していきます。

ａ：数値

把握

研修やセミナーへの参

加回数
1

保険年金課
通訳員を雇用するとともに、対応できない言語について

は翻訳タブレットを活用します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

② 相談・支援窓口

における対応力の向

上

－

１-Ｂ-(1) さまざまな相談

に対する支援の

充実

① 福祉・生活ニー

ズの把握

－
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

活動指標(把握可能なもの)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画
取組主体

展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

こどもの育ち支援課
訪問や相談対応時に通訳者の依頼や翻訳機等を利用し

て、相談や支援をします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

健康推進課
日頃からの通訳者との連携をはかり、窓口やメール等で

の問い合わせや相談について、通訳者への依頼や翻訳機

の活用等、スムーズに応対できるようにします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

国際交流協会 「やさしい日本語」習得のため研修会ヘ参加します。
ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
就労に関する情報発信など、関連機関と連携し就労機会

を確保します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

商工労働課

多文化共生センターや通訳兼相談員などと連携しながら

就労相談などを行います。

また、人権啓発企業訪問の際に外国人雇用があるか確認

の上、言葉や文化に対する取り組みを行っているか実態

把握し、取り組みがないなら取り組むよう検討を促しま

す。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
住居に関する情報発信など、住宅課と連携して行いま

す。

ｂ：取組

実績把握
－ －

住宅課

賃貸住宅相談会の開催及び外国語通訳者の配置

安心住まい情報等の多言語版情報誌の設置

市営住宅募集にかかる多言語版の案内及び通訳者の確保

ｂ：取組

実績把握
－ －

人権政策課

外国人住民の権利侵害に当たる案件について、特に外国

人差別の解消に向けて取り組む必要性のある相談につい

て相談を受け付け、助言、調査、調整などの対応を行い

ます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
外国人差別に対する相談について、問題解決と当事者の

救済に人権政策課と連携し取り組みます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

外国人差別への

対応

１-Ｃ-(2)

② 相談・支援窓口

における対応力の向

上

－

就労と居住に関

する支援の充実

① 外国人差別に対

する相談と救済の実

施

－

１-Ｃ-(1) ① 就労支援の充実 －

② 居住支援の充実 －
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　伊賀市多文化共生推進プラン（第１期）進捗管理シート

タイプ※ 指標名 見込値(2025)

２　教育・子育てしやすい地域づくり

多文化共生課

多言語情報紙や多文化共生センターのホームページ、

facebook等を活用し、多言語及びやさしい日本語で子育

て情報を提供します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

子育て支援室

市内８か所の子育て支援センター案内ちらし（５か国語）を

作成し、子育て支援センターをまだ利用したことのない子育

て世代に知ってもらえるように活用します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

こどもの育ち支援課
子育て事業等、翻訳機やSNS等を利用して案内や子育て

情報を提供します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

保育幼稚園課

・窓口に通訳（２か国語）を配置します。。

・公立２園には主にポルトガル語通訳が可能な保育補助

を配置します。

・各園から配信する手紙にはルビをふり、わかりやすい

日本語での表記に努めます。

・通訳者の不在時や通訳者が対応出来ない言語は、タブ

レット端末（ポケトーク）を利用した多言語通訳システ

ムにより対応します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

学校教育課

児童生徒や保護者が学校生活等に関する連絡や相談等に

ついて、母語で意思疎通できるよう電話通訳等による対

応を行います。また、県の外国人児童生徒巡回相談員や

NPO法人を活用します。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

◆子育てセミナー・交流会の開催

医療福祉政策課

高齢・障がい・こども・生活困窮といった分野にかかる

地域づくり支援を一体的に行う重層的支援体制整備事業

について、引き続き取り組みの推進を図ります。

ｂ：取組

実績把握
－ －

社会福祉協議会
外国人住民交流支援事業（国際交流フェスタの会場内に

て防災・福祉活動を啓発）

ａ：数値

把握
社協ブース来場者数 100

◆通訳兼相談員の拡充

多文化共生課
需要に応じ対応言語の見直しを行い、多文化共生相談員

を雇用します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

取組主体
2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

◆多様なツールを活かした情報発信① 情報発信の充実２-Ａ-(1) 子育て情報の充

実

② 相談体制の充実
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タイプ※ 指標名 見込値(2025)
取組主体

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

◆窓口における対応力の向上（「や

さしい日本語」の習得や相談ケース

の共有など）

多文化共生課
窓口における相談等の対応力向上のため、相談ケースの

共有や研修を実施します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

◆関係機関における情報・課題共有

の場づくり

こども政策課
B＆G財団の助成金を原資として、こどもの居場所づくり

を行う団体への補助を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

生涯学習課

小学生を対象として、放課後や長期休暇中の活動拠点

（居場所）を提供します。また、今年度から開設する教

室へ適切な指示・助言を行います。

ａ：数値

把握

放課後子ども教室開設

数
5か所

社会福祉協議会

・地域食堂連絡会を基点にした伊賀市内の地域食堂（こ

ども食堂）の推進

・あらゆる世代が集える居場所づくりの支援（コミュニ

ティカフェ）

ａ：数値

把握
新規の居場所立上げ数 2

国際交流協会
漢字学習支援教室の運営実施（受託）をします。

イベント等での日本文化等の紹介をします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

伊賀の伝丸 学習支援教室ささゆりの運営実施（受託）をします。
ａ：数値

把握
延べ参加生徒数 500人

学校教育課

外国人児童生徒が日本語で学校生活を営み、学習に取り

組むことができるよう、市内小中学校に在籍するすべて

の日本語指導が必要な外国人児童生徒に「特別の教育課

程」を編成し、日本語指導を行います。

ａ：数値

把握

「特別の教育課程」を

編成し、日本語教育に

取り組む学校

100%

２-Ｂ-(2) 子育て支援に関

する相談の充実

① 発達支援に関す

る相談体制の充実

－

こどもの育ち支援課

安心して子育てや発達の相談ができるよう、通訳者の依

頼や翻訳機を利用して保護者の気持ちに寄り添った支援

をします。また、２か国語（ポルトガル語・スペイン

語）の通訳を課内に配置し、窓口・電話・訪問等で相談

しやすい体制を作ります。

ｃ：その

他
多言語対応 20回

多文化共生課
外国につながりを持つ児童生徒に対し、学習支援を行い

ます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

２-Ｃ-(1) ① 日本語学習指導

の充実

日本語指導、進

学指導の充実

２-Ｂ-(1) 児童生徒一人ひ

とりに合った教

育の推進

①「特別の教育課

程」による指導の推

進

◆地域における子ども・若者の居場

所づくりに関する取組の推進

① 子ども・若者の

居場所づくり

子ども・若者の

居場所づくり

２-Ａ-(2)

２-Ａ-(1) 子育て情報の充

実

② 相談体制の充実

－

－
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タイプ※ 指標名 見込値(2025)
取組主体

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

学校教育課

各校に日本語指導コーディネーターを派遣し、日本語指

導担当者に対する指導や日本語能力測定方法等の研修な

どを実施するとともに、外国人児童生徒教育の担当者を

対象に研修を実施します。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

学校教育課

市内すべての中学校において、高校進学等に向けた進路

指導・キャリア教育を実施します。また、外国にルーツ

をもつ児童生徒とその保護者を対象に進路ガイダンスを

開催し、高校入試や進学後の費用等について説明しま

す。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

伊賀の伝丸
若者支援（既卒の進学支援）や学習支援教室ささゆりの

運営実施（受託）をします。

ｃ：その

他
高校進学実績など

① 就学に関する情

報提供の充実

－

学校教育課

編入・転入時には、多言語版の就学パンフレットを用い

て就学相談を行います。その際、通訳者を伴い丁寧に説

明を行います。また、状況に応じて初期適応指導教室へ

の入室を勧めます。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

② 未就学児童への

対応

－

学校教育課

住民課と連携し、住民登録の際には教育委員会にも来て

いただくよう依頼します。万一、未就学の児童生徒を把

握した際には、家庭訪問のうえ就学を促します。外国人

学校へ通学している場合も、在籍証明書の提出を依頼し

ます。

ｃ：その

他
ー ー

２-Ｃ-(2) 就学に関する情

報提供の充実

２-Ｃ-(1)

② 進学に関する支

援の充実

① 日本語学習指導

の充実

日本語指導、進

学指導の充実

－

－
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　伊賀市多文化共生推進プラン（第１期）進捗管理シート

タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

３　国籍を越えた交流による地域づくり

人事課
新規採用職員前期研修に「やさしい日本語」の研修を取

り入れます。

ａ：数値

把握
研修会の実施 １回

多文化共生課 職員向け「やさしい日本語」研修会を行います。
ａ：数値

把握
研修会の実施 １回

多文化共生課
出前講座の依頼によりやさしい日本語講座の実施や講師

の派遣を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

社会福祉協議会

伊賀市災害ボランティアセンター運営訓練において、

UDを意識したやさしい日本語を取り入れた受付等工夫

して実施する。

ｂ：取組

実績把握
－ －

伊賀の伝丸

多文化共生を推進するコミュニケーションマスターズ養

成事業（やさしい日本語ステップアップ講座）を実施し

ます。

ａ：数値

把握
4回講座延参加者数 100人

国際交流協会

やさしい日本語でつながろう！「導入編」を実施しま

す。（伊賀市地域活動支援事業_協働促進支援コースを

活用）

ｂ：取組

実績把握
－ －

中外医薬

こちらが把握している以上に対象者がいる可能性がある

ので、新しい内容や珍しい内容については、可能な限り

社内掲示を全て「やさしい日本語」で掲示します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

上野図書館
多言語で外国語表記のある絵本等の読み聞かせを行いま

す。

ａ：数値

把握

多言語おはなし会の開

催数
１回

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

① 「やさしい日本

語」の普及

◆地域や企業等での「やさしい日

本語」に関する取組の推進・普及

① 多文化交流機会

の充実

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

－

◆行政職員向け「やさしい日本

語」の研修実施・普及

「やさしい日本

語」の普及

３-Ａ-(1)

文化・スポーツ

交流の促進

３-Ｂ-(1)
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

2025(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

多文化共生課
多文化共生センターのイベントなど、さまざまな国の文

化に触れ、交流できる機会を創出します。

ａ：数値

把握
イベントの実施 ３回

文化振興課

芭蕉翁記念館など文化施設のパンフレットや発行物を、

やさしい日本語や多言語表記で作成することに努めま

す。

ｂ：取組

実績把握
－ －

国際交流協会

伊賀市国際交流フェスタを開催します。

国際交流や親子で参加できるイベント、外国文化・習慣

等に触れるイベントを実施します。

ａ：数値

把握
イベント等の開催 3回

多文化共生課 出前講座などによる多文化理解の啓発を行います。
ｂ：取組

実績把握
－ －

エクセディ
各種イベントの斡旋（伊賀FCくノ一三重のホーム試合観

戦、EXD卓球部ホームマッチの案内など）

ｂ：取組

実績把握

上野図書館

外国語表記のある絵本を充実することで、外国につなが

りのある子どもたちや市民の利用に供し、異文化理解に

つなげます。

ａ：数値

把握

外国語の絵本の購入冊

数
20冊

生涯学習課
生涯学習事業のチラシにはルビをふる、わかりやすい言

葉で作成するなど丁寧な表現で提供するよう努めます。

ｄ：把握

困難
ー ー

医療福祉政策

地域住民と外国人住民が交流する事業等について、地域

福祉ネットワーク会議を中心にそれぞれの地域で検討し

ていくように努めます。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
外国人防災リーダーなどの人材を活用し、地域との交流

の機会を促進します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

伊賀の伝丸
国籍を超えた地域交流支援事業(交流サロン事業）を実施

します。

ａ：数値

把握
サロン取組団体数 3

国際交流協会

やさしい日本語でつながろう！「交流編」を実施しま

す。（伊賀市地域活動支援事業_協働促進支援コースを

活用）

在住外国人の地区活動への参加を促進します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

－

① 生涯学習・文化

施設等における多言

語対応の推進

① 多文化交流機会

の充実

② 市民、地域が主

体となった交流の促

進

－学習・文化活動

に参加できる環

境づくり

３-Ｃ-(1)

－

３-Ｃ-(2) 外国人住民との

連携・協働

① 住民同士の連

携・協働の促進

－

文化・スポーツ

交流の促進

３-Ｂ-(1)
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　伊賀市多文化共生推進プラン（第１期）進捗管理シート

タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

４　外国人住民も活躍する地域づくり

多文化共生課
地域の交流の場で使えるやさしい日本語の学習機会を提

供します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

生涯学習課

地域の活動に活かせるよう、担当課から情報提供をして

もらいます。今後は、年に２回各地区へ活動の照会を行

うなどして、取組状況の把握に努めます。

ａ：数値

把握
取組状況の把握 ２回

エクセディ 技能実習生への日本語オンライン講座の開催
ｂ：取組

実績把握

多文化共生課
日本語教室の取組拡充について、庁内及び関係機関と検

討を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

生涯学習課

地域の活動に活かせるよう、担当課から情報提供をして

もらいます。今後は、年に２回各地区へ活動の照会を行

うなどして、取組状況の把握に努めます。

ａ：数値

把握
取組状況の把握 ２回

伊賀の伝丸 企業内日本語講座への講師派遣をします。
ｃ：その

他

多文化共生課
日本語教室やweb教材などを紹介し、日本語教育の活動

支援を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

商工労働課

人権啓発企業訪問の際に外国人雇用があるか確認の上、

言葉や文化に対する取り組みを行っているか実態把握

し、取り組みがないなら取り組むよう検討を促します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
人権学習企業連絡会などを通じ、日本語教育の実情把握

を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

商工労働課

人権啓発企業訪問及び伊賀市人権学習企業等連絡会加入

事業者への啓発の際に、外国人雇用があるか確認の上、

言葉や文化に対する取り組みを行っているか実態把握

し、取り組みがないなら取り組むよう検討を促します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

2026(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

日本語学習機会

の拡充

① 日本語学習の機

会づくり

◆地域や企業における交流機会を

活かした日本語学習の機会づくり

◆日本語教室の拡充

◆地域、企業等における日本語教

育活動コーディネート

② 協働による日本

語教室の開設

◆地域、企業等における日本語教

育の実情把握

４-Ａ-(1)
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

2026(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

生涯学習課 地域における日本語学習の実情把握に努めます。
ｄ：把握

困難
ー ー

多文化共生課
長期休暇期間中に外国につながるこどもの学習支援育の

一環としてセミナーを開催します。

ａ：数値

把握

外国につながりのある

こどものためのセミ

ナー実施

２回

生涯学習課

小学生を対象として、放課後や長期休暇中の活動拠点

（居場所）を提供します。また、今年度から開設する教

室へ適切な指示・助言を行います。

ａ：数値

把握

放課後子ども教室開設

数
5か所

国際交流協会 漢字学習支援教室を開催します。
ａ：数値

把握
教室開催 38回

学校教育課

各校に日本語指導コーディネーターを派遣し、日本語指

導担当者に対する指導や日本語能力測定方法等の研修な

どを実施するとともに、外国人児童生徒教育の担当者を

対象に研修を実施します。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

伊賀の伝丸 ささゆり教室ボランティア先生研修を実施します。
ａ：数値

把握
研修会開催 1回

国際交流協会
漢字学習支援教室ボランティア先生の募集と研修を実施

します。

ａ：数値

把握
研修会開催 1回

◆学習ニーズやレベルに応じた日

本語教育の推進

学校教育課

初期適応指導教室の運営により、児童生徒への初期日本

語指導や学校への適応指導に一定の成果をあげていま

す。今年度も個々の日本語能力等に応じて学習を行いま

す。

また、物理的な条件等により初期適応指導教室に通級で

きない児童生徒に対しても、県が実施するオンラインに

よる日本語指導の活用や日本語指導ボランティアの派遣

により、在籍校において初期日本語指導を実施します。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

日本語学習機会

の拡充

② 協働による日本

語教室の開設

◆地域、企業等における日本語教

育の実情把握

③ 子どもへの支援 ◆長期休暇期間中における学習支

援教室の開催

◆学習支援に携わる人材等の育成

４-Ａ-(1)
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

2026(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

さくらリサイクルセン

タ―

スマートフォンやタブレットからごみ分別方法や収集カ

レンダーを確認できるよう、外国語版ごみ分別アプリ

（英語、スペイン語、ポルトガル語、中国語、ベトナム

語に対応）を導入しています。

ａ：数値

把握
外国語版アプリ登録数 350

多文化共生課

多言語情報紙の発行や庁内各課からの依頼により情報の

多言語化を行います。また、多言語情報の活用について

周知を行います。

ａ：数値

把握
多言語情報誌の発行 12回

◆ＳＮＳ等の活用
多文化共生課

多文化共生センターホームページ、フェイスブックを活

用し、積極的な情報発信に努めます。

ａ：数値

把握

フェイスブックでの発

信
60回

◆外国語版情報紙のＰＲと活用

国際交流協会
多言語情報紙の発行と配布、ホームページへの掲載をし

ます。多言語情報紙の周知と電子版の推進をします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
多文化共生相談員や各種団体等と協力し、人材発掘を行

います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

商工労働課

人権啓発企業訪問及び伊賀市人権学習企業等連絡会加入

事業者への啓発の際に、外国人に関係する資料を社員も

含めて広く閲覧できる環境下（食堂や休憩室など社員が

共用しているスペースなど）に置いてもらえるよう依頼

します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
市内の企業等と連携し、多言語対応の情報活用について

企業訪問等で啓発を行います。

ｂ：取組

実績把握
－ －

商工労働課

人権啓発企業訪問及び伊賀市人権学習企業等連絡会加入

事業者への啓発の際に、外国人に関係する資料を社員も

含めて広く閲覧できる環境下（食堂や休憩室など社員が

共用しているスペースなど）に置いてもらえるよう依頼

します。

ｂ：取組

実績把握
－ －

エクセディ
情報誌（やさしい日本語情報誌「いが」等）の設置、通

訳の配置、通訳による生活情報の提供と生活面の相談

ｂ：取組

実績把握

４-Ａ-(2)

② 情報を「つな

ぐ」機能と体制の構

築

◆行政情報の多言語化① 有効なツールの

活用による情報の多

言語発信

◆外国人サポーターなどの人材発

掘と活動のマッチング

◆企業従業員等への情報提供の充

実

双方向による情

報受発信
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

2026(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

上野商工会議所 外国人を雇用している会員企業に情報発信を行う。
ｂ：取組

実績把握
－ －

伊賀市商工会 外国人を雇用している会員企業に情報発信を行う。
ｂ：取組

実績把握
－ －

◆企業等における「まとめ役」を

通じた情報伝達のしくみづくり
商工労働課

人権啓発企業訪問及び伊賀市人権学習企業等連絡会加入

事業者への啓発を通じて、外国人を含めた情報伝達体制

を確認します。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

人権政策課
人権講演会や人権問題地区別懇談会、人権パネル展にお

いて周知・啓発を行います。

ａ：数値

把握
周知回数 5回

多文化共生課
国際交流フェスタなどのイベントを通じて、偏見・差別

解消への意識啓発を行います。

ｂ：取組

実績把握

商工労働課

人権啓発企業訪問及び伊賀市人権学習企業等連絡会加入

事業者への啓発の際に、外国人差別だけでなく、社内で

のすべての差別事象の発生有無を確認するとともに、発

生した場合はその概要や対処など、再発防止策も含めて

聞き取りを行います。

また、外国人に関係する資料を社員も含めて広く閲覧で

きる環境下（食堂や休憩室など社員が共用しているス

ペースなど）に置いてもらえるよう依頼します。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

生涯学習課

地域で行われる学習会を支援し、市民が人権に関する基

本的な知識や考え方を習得できるように、効果的な学習

機会の充実に努めます。

ｄ：把握

困難
ー ー

エクセディ
社内の人権方針の確実な実行

企業倫理（行動規範）への反映・周知

ｂ：取組

実績把握

伊賀の伝丸 人権講演への講師派遣をします。
ａ：数値

把握
参加者総数 600人

４-Ａ-(2)

② 情報を「つな

ぐ」機能と体制の構

築

双方向による情

報受発信

４-Ａ-(3) 外国人への偏

見・差別の解消

① 啓発活動の充実 ◆すべての人への意識啓発
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

2026(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

スポーツ振興課

多文化共生課と連携し、外国語版情報誌等にイベント情

報を掲載します。外国人住民の方にも情報収集してもら

いやすい環境をつくりイベントへの交流機会に繋げま

す。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課
国際交流フェスタを始めとする多文化交流の機会を充実

します。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

生涯学習課

地域で行われる学習会を支援し、市民が人権に関する基

本的な知識や考え方を習得できるように、効果的な学習

機会の充実に努めます。

ｄ：把握

困難
ー ー

国際交流協会

国際交流フェスタの開催と実行委員会等への在住外国人

の参加を促進します。

在住外国人が日本文化に触れるイベントや外国文化・習

慣等に触れるイベント、料理教室等を実施します。

ａ：数値

把握
イベント等の開催 3回

４-Ｂ-(1) 住民の声を聴く

ための機会づく

り

広聴広報課

お問い合わせフォームやeモニター登録者を通じて、外

国籍住民からの意見を聞きます。

eモニターの属性は国籍を把握していないので、実績とし

て人数や意見数を把握することは難しいです。多文化共

生の意見は日本人からも外国人からも寄せられることが

望ましく、引き続き市民からの意見募集やeモニター制

度を活用していきます。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

多文化共生課

外国人住民を含む多文化共生推進プラン委員会や外国人

住民アンケートを実施し、当事者の意見を聴く機会を設

けます。

ａ：数値

把握
委員会等の開催 ３回

① 市政への参画機

会の確保

－

多文化共生課
外国人住民が安心して暮らすことができるよう各種委員

会等へ外国人住民の参画を進めます。

ａ：数値

把握

外国人住民の審議会委

員数
９人

② 地域活動への参

画促進

－

４-Ａ-(3) 外国人への偏

見・差別の解消

４-Ｃ-(1) まちづくり、地

域づくりへの参

画

① 外国人住民から

の広聴機会の確保

－

② 交流機会の創出 ◆多文化理解のための交流機会の

創出
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タイプ※ 指標名
見込値

(2025)

2026(R7)年度　各主体の取組提案

市の事業(取組)計画

活動指標(把握可能なもの)

取組主体
展開

方向
取組の方向 取組内容 主な事業（具体的な取組）

① 意欲ある外国人

住民の発掘と育成

－

多文化共生課
多文化共生相談員や各種団体等と協力し、人材発掘を行

います。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

② 外国人住民を支

援する人材の育成

－

多文化共生課
多文化共生相談員や各種団体等と協力し、人材発掘を行

います。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

多文化共生課
相談窓口において、通訳・翻訳等多言語で支援を行いま

す。

ｂ：取組

実績把握
ー ー

商工労働課

地元の商工団体やゆめテクノ伊賀のインキュベーション

マネージャー等と連携し、起業を検討している方に対す

るサポートを行います。

ｃ：その

他

起業・経営革新促進事

業補助金の採択数（外

国人だけでなく日本人

も含めた総数）

19件

上野商工会議所
確定申告、国・県・市の支援金、給付金、補助金等につ

いての説明指導を行う。

ｄ：把握

困難

スポーツ振興課
イベント開催時に誰もが見やすい案内やチラシ作成がで

きるようにします。

ｂ：取組

実績把握
－ －

多文化共生課 イベント等の企画や通訳・翻訳業務を支援します。
ｂ：取組

実績把握
－ －

４-Ｃ-(2) 外国人住民の人

材育成と支援者

の人材育成

４-Ｃ-(3) 外国人起業家な

どへの支援

② イベント等への

支援

① 外国人起業家へ

の支援

－
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